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傾斜不整合

長年野外の地質調査をしてきたカミ不整合に出会うこと自体まれなこと

である｡そのうえこの写真にみられるよう荏見事な傾斜不整合にさ

らに下位層が逆転しているという典型的なものは初めてである.

筆者は昭和49年3月宮崎県目南海岸を調査中25～30｡の緩傾斜に逆転

している日南層群(漸新世一中新世初期)の上に宮崎層群(中新世後

期)添書しい傾斜不整合で覆うきわめて珍しい露頭を見出した.こ

の目南層群か逆転しているという根拠は写真の露頭およびこの付近に

露出する互層中の砂岩単層中に見出される堆積構造(sole1nark･gra-

ding･ripplecross1amination･convolute1amination･dish

StmCt岨eなど)の形が正常でなく逆の形で観察されることから実証

された.

写真は宮崎県那珂郡南郷町榑変浦で南郷駅南東1,800mの海岸の露頭

である.目南層群の走向傾斜はN40個20～30.NE;N1O.W30.

Wでいずれも緩傾斜に逆転している.一方宮崎層群はNS20個で

あり両層群の走向傾斜には著しい相異がある.なお詳しいことは

地質調査所月報第26巻第11号(演旨)を参照.
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